
徳島大学 (2011)〉 総合科学部 〉 人間社会学科 国際文化コース 共通科目 [⇒English]

国際文化ゼミナール (その 2) 2単位 3年 (後期)

今井晋哉 ·准教授 /人間文化学科

【授業目的】「本ゼミナール (総論)」のシラバスを参照のこと．
【授業概要】歴史のダイナミックな動向あるいは日常的社会現象に潜む問題を対
象に，その歴史的・社会的背景，人びとの反応，あるいは権力の問題―例え
ば「中心」と抑圧される「周縁」との間の線引きの問題―などを探求し，それ
を通じて現代世界や歴史に対する見方が変わるという体験をしてもらう．「歴
史・社会」サブコースの授業科目や「ゼミ」はそのためにあるのだと思いま
す．そのようなことを念頭に，ヨーロッパ (英・仏以外)の歴史，現代のヨー
ロッパや日本の問題に関心のある方とは，一緒に勉強できるかもしれないと
思っています．

【キーワード】近現代ヨーロッパ，歴史研究，社会研究，卒業研究
【先行科目】『ヨーロッパ歴史 ·社会論 III』(1.0)

【関連科目】『ヨーロッパ地域研究特論』(0.5)，『ヨーロッパ社会研究 III』(0.5)

【履修上の注意】「本ゼミナール (総論)」のシラバスを参照のこと．
【到達目標】「本ゼミナール (総論)」のシラバスを参照のこと．
【授業計画】

1. 3年次前期には，いくつかの日本語文献を共通のテキストとして，一緒に読
みながら内容を理解し，論点を確認するという作業を中心に行います．そ
の際，重要な事象，概念，人名，地名などについては，参考図書を使って
調べてきてもらいます．テキストは，受講者の関心を考慮に入れつつ選び
たいと思います．また，この時期に文献 ·資料の調査 ·収集の方法について
も学習します．

2. 3年次後期には，前期と同じような学習に加えて，卒業研究のテーマを決
め，研究をスタートしてもらいます．

3.ときおり論説文の内容を要約し，論点を整理したペーパーを提出してもら
い，添削するという読解・文章表記の練習も行おうと思います．

4. 4年次後期には，「卒業研究中間発表会」を経て，いよいよ卒業論文をまと
めていくことになります．なおゼミで，あるいは卒業研究のために英語や
ドイツ語の文献を読むかどうかは，受講者の意欲と研究テーマによります．

5.ゼミの時間には，予め用意してもらうレジュメにもとづき，まず基本的な
報告をしてもらいます．続いて，報告内容について質疑応答や討論を行い
ます．

6.卒業研究についてはいろいろと相談に乗りますが，研究テーマ自体は自由
に選んで，自主的 ·積極的に勉強を進めてほしいと思います．どのような

テーマを選ぶにしろ，各自の問題意識を大切に，視野はできるだけ広く，同
時に研究対象は具体的に絞り込んで，それをできるだけ深く掘り下げる，と
いうことを目指したいと思います．自分の研究を最終的に卒業論文にまと
めていくために，ゼミを通じて文献 ·資料の綿密な調査 ·読解と併せ，調べ
たことを自分なりに整理し，報告する手法にも習熟してほしいと思います．

【成績評価】毎回の課題へのとりくみ方，討論への参加の程度などの観点から総
合的に評価します．

【再試験】行いません．
【教科書】特定の教科書は用いません．
【参考書】教材 ·参考文献等は随時，配付もしくは紹介します．
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218635
【連絡先】
⇒今井 (1319, 088-656-7139, shi-imai@ias.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィス
アワー: 随時)

【備考】
� 2011年度後期開講
� (金)9·10
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